
春日井たたら研究会 2019年度活動予定(研究発表・巡検)素案

4/27(土) 総会・懇親会

5/18(土) 在野古代製鉄族尾張氏と西山遺跡

6/8(土) 小木曽濃尾平野の地質・変成帯・金属鉱床

夏...• 巡検①高間・射水方面

9/14(土) 実験準備①...・炉作り・炭害j

10/12(土) 牧野刀剣の構造と焼入れ技術

同日午後 実験準備②・・・・予備

10月末 ハニワ祭り製鉄実験

11/9(土) 青山金属材料の基本に関して

12/14(土) 坂井・林岐阜方面の金属精錬

忘年会

1月末 長谷川戦前中国山地のたたら操業

2月末 市川永田式実験炉について

3月 巡検②岐阜県洞戸周辺銅山跡



春日井市長伊藤太様

要望書

春日井市西山遺跡への遺跡標識設置、及び同遺跡に関する追加調査の要望。

1，春日井市西山遺朗覗場に古代製鉄遺跡の標識を設置して頂きたい。

2，現在覆土保存されている製鉄遺構に隣接する西北竹薮の追加調査をお願いしたい。

春日井市の西山遺跡は、今や全国的に注目を浴びている遺跡です。昨今の考古学の動向は、従来、等閑視さ

れていた「鉄」への関心が急速に高まり、また、朝鮮半島での発掘調査の進展等とも相まって、新たなるステ

ージへと移りつつあります。

古代の鉄生産は、組織的で大規摸な生産体系であり、単なる工人集団或いは豪族単位では為し得ぬものであ

って、背景には国家の存在があります。春日井市西山も例外ではなく、春日井市にそれが存在するのは、当時

の国家的意思が大規模に当地に展開したことの証しに他なりません。

平成 16年に発掘調査が実施されて以来、待望された調査報告書も昨年公刊されました。今後更に、当遺跡へ

の関心が高まることが予想されますが、実際には、遺跡を訪れても雑草が茂るだけで、初めて訪れる者にはそ

の位置すら見当が付かないのが現状です。故に、遺跡の表示板設置を切望する次第であります。

更に、覆土保存の遺構から 10m程船もた、西北の竹薮から、鉄棒が現在でも確認されています。これは第二

の製鉄炉或いは溶解炉が存在する可能性を示唆しており、この確認は春日井市の歴史のみならず、全国レベノレ

での古代史認識が塗り替えられる要素を持っています。故に、この遺跡の追加調査実施を早急に要望します。

我が春日井たたら研究会では、当遺跡の発掘段階から深い関わりを持ち、今日に至るまで十数年間、当遺跡

の啓蒙と、古代製鉄への認識を深める為の地道な活動と勉強を積み上げてきました。その成果として、この西

山の製鉄遺跡が、東海地方で唯一現存する極めて貴重な古代製鉄遺跡であること、また、西山の製鉄炉は全国

の製鉄炉遺構中でも極めて大型の製鉄炉に属し、これ程整然とした石組みの残存する状況は全国的にも稀有で

あること、更には、当遺跡が、灰紬陶器や瓦陶兼業窯ともリンクした規模の大きな総合熱生産施設の一環であ

った可能性が高いこと等を確信するに至りました。この確信に基づき、春日井市民の誇り得る文化遺産の顕彰

の為に、平成27年に続き再度、春日井市教育委員会のご尽力をお願いする次第であります。

平成31年 1月 18日

春日井たたら研究会 会長

代表幹事

森惰

小木曽正明

尚、本件についての文責及び問合せ先は、以下の通り、小木曽を窓口とさせて頂きます。

春日井たたら研究会幹事 小木曽正明

487・0013 愛知県春日井市高蔵寺町6千 4
TEL . FAX 0568・52・8234

携帯TEL 09051149835 

Email ogiso_m@ma.∞nw.ne.jp 



2/ 19(火)の一つの資料として見ておいて下さい。これは『春日井市遺跡発掘調査報告・第 8 集~.r神屋第 1 号窯J1984
の末尾に載る、発掘調査に関わった大下氏による窯祉保存の要望文です。文中に①として埋蔵保存に触れ、「その位置

地表にその旨を記した表示を行うこと」を述べています。これは埋蔵保存を行う際の当然の処置です。結果的1::1ま②の自

に見える形の保存方法が採られましたが、その文中には「たとえ多くの菌難事があろうともJ自に見える形で保存されるべ

きであることカ潜く主張されています。製鉄遺跡として東海地区で唯一残存する7C代の可能性の高い西山製鉄遺跡は、

8Cの神屋蕪社以上に、恒久的保存対策が講じられるべきであります。これは大下氏の遺跡保存の見解と寸分変わるも

のではありません。
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岐阜たたら会研修 3月 19日(火)

君s_j二討す 関子行の天亘庫本を拶罷る E

1 .星の宮神社

美並 ふ る さと館

美並苅安で鉄を探す

2. 南宮神社(西神野)

3. 南宮神社(下之保)

4. 南宮神社(水成)

5. 多々羅

6. 間吹

7. 弥鞘寺



岐阜たたら会研修 5月 6日(月)

思司叶ヲ言去二信室田丁旬〉天邑障かをァ存罷る H

両面宿慎重(すくな)一つの胴体に二つの顔、八本の手足怪人の伝承と地名

1 .高沢観音・日商峯寺(たかさわカ

んのん・にちりゅうぶじ)

両面宿傑の伝承と鉄との関係

寺伝によると仁徳天皇の時代、

騨の国の豪族両面宿慨が天皇に

面し て そ の帰り、悪竜退治をして

人 々 を 救 いこの峰に寺を建てたと・7

いう 。 日 本書紀では天皇に従わな

かったので退治されたと、逆に伝えられている。

古代中国の伝説に登場する蛍尤(しゅう)が日本に伝えら

名を変えたのではないか。量尤の姿は入身牛蹄にして四目六手である。量尤は中国の

山東半島に杷られてきた、鉄の神でもあり兵器の神でもあった。量尤信仰は日本に伝

えられ、兵主(ひょうず)神という名で各地に杷られている。大陸から金属精錬の技

術を伝来した人達の信仰が両面宿艇になったのではないか。

「水と犬と鉄 尾関章著 古代の中 濃 とムゲツ氏 J

2 .祖父川(そぶかわ)

地名で鉄の錆(さぴ)が元になっているのではない

ということで、川を歩いて鉄鉱石を探す。

3. 暁堂寺(ぎょうどうじ)

創建は古く平安時代にさかのぼる。天台宗に属し「円通寺」と称したが、文永年間

( 1264年'" 1274年)火災により本尊を除き伽藍を消失したと伝えられている。宝永

2年(1705年)今須の暁堂和尚が再建し暁堂寺と改め、曹洞宗のお寺として現在に

至っている。

本尊は、昭和 45年に関市の重要文化財に指定されたー木眼の「聖観世音菩薩J

(立像・平安悌)寺伝によれば、両面宿健が八賀の里からこの地に来て一夜の宿り

をした折、夢枕に金竜が昇天する姿を見、お告げを聞き高沢の日竜峰寺に安置する

観音像と同木を用いて像を刻み安置したと伝えられる 。

境内には、両面宿健叫一一一~ー一一一明

夢見た「 金龍 J が出現し

たという小さな池がある。

今年は 7年に一度の開

法要の年にあたり 3月

写真撮影をすることが

来た。堂前には高沢観

と 同様「千枝櫓 J が 植

られ、樹下の古墓は宿

の従者の墓だといわれて

し、る 。



2019年
本セミナーは今年で19年目になります

""-_._---

一一後援一一名古屋市教育委員会一一

日/曜 アーマ ひと言 }紹介}

5月22日(水) 大和政権樹立と諸勢力 政権樹立の年代と勢力図
{皐山}

29日(水) 「古代戸籍と律令社会」 最古の戸籍が残る富加町からの報告
(島、D)

6月 7日(水) 「庄内川と古墳J(脱却) 志段味古墳群から尾張の古代を考える

12日(水) 「冗号とは?そして干支」 元号の意味と暦・干支を考える.
(.Ð 1Ì~) 

【講師I

島田崇正・岐車県富加町教育委員会

服部哲也・(前)名古屋市教育委員会

西部賢一・古代史研究家

東山勝也・古代遊学会代表

~ 、

ナ
ー
の
会
場
内

-・

所:名古屋市緑生涯学習センタ}

時 z午前却--12時

全 4図 3000円

聞 A・圃 古代遊学会

〒458~0801 名古屋市縁区鳴海町山ノ神125-5主

催 Te1..Fax 

(携帯)

052-891-2182 
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る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

「
欽
と
結
ば
れ
た
」
ヒ
ノ
川
に
、
「
イ
L

を
接
頭
一訪問と
し
て
加
え
れ
ば
イ
ヒ
ノ
川
と
な
り
、
イ
イ

シ
州
と
も
通
じ

る
が
、
立日
使
に

よ
っ
て
イ
ビ
川
と
な
る
。
逆
に
、

イ
ピ
川
の
「
イ
」
を
緩
頭

一一訪
問
と
み
て
省
略
す
れ
ば
ビ
ノ
川、

す
な

わ
ち
ヒ
ノ
川
と
な
る
。

日
野
川、

簸
ノ
川、

出
向
斐
川
・

飯
梨
川
の
名
は
互
に
柑
通
じ
あ
い

、
共
に

「
鉄
と
結
ば
れ
た

川
」
で
あ
る
こ
と
を
名
乗
る
ο

そ
し
て
福
士
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
山
間
斐
川
流
域
で
は
製
鉄
遺
跡
を
散
見
す

る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
れ
と
共
に
流
域
に
西
美
濃
の
省
名
な
古
墳
群
が
集

っ
て

い
る
こ
と
も
ま
た
見
逃
が
し
難
い
事

中
央
で
あ
る
ω

私
が
読
者
の
煩
わ
し
さ
を
覚
悟
し
な
が
ら
も
、
製
鉄
に
関
連
す
る
地
名
字
山
川
の
名
を
列
挙
す
る
こ
と
を
避
け
か

ね
て
い
る
の
は
、
伝
米
の
古
い
地
名
は
氷
い
そ
の
地
の
住
民
生
活
と
借
着
し
て
い
る
た
め
に
、
そ
こ
に
民
衆
の
生
活

が
凝
集
し
て
い
る
貴
重
な
aX
化
遺
必
だ
か
ら
で
あ
る
。
谷
川
健

一
氏
が
い

っ
た
よ
う
に

「
地
名
は
学
際
的
な
率
点
で
、

民
俗
学
、
歴
史
学
、

言
語
学
、
国
文
学
|

|
こ
れ
ま
で
結
び
つ
く
こ
と
の
な
か
っ
た
傑
々
な
学
問
を
、
地
名
を
通
じ

て

一
つ
に
結
ひ

つ
け
る
こ
と
が
吋
能
で
あ
か
の
で
、
各
学
問
の
領
以
の
山中
で
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
市
代
伊
吹
製

第 I挙
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地
帯
を
山中
心
に
探
し

て
み

よ
う
。

プて

ω際
あ
ら
か
じ
め
説
明
し
て
お

く
必
要
が
あ
る

ω
は、

一
歳
」
ま
た
は

一
倉
し

と
、
「
み
L

「
黒
L

と
い
う
一ヨ一口
業

・
文
字
の
意
味
に
つ
い
て
で
あ
る
。
『

H
本
ぃ
白
山
県
文
学
大
系

H
は
本
書
記
』

ω
註
が

特
に
示
し
て
い
る
よ
う
に

、
本
出
山
日
一長
以
来
知
ら
れ
て

い
る
と
お
り
、

「
ク
ラ
は
小
〈
円
、
朝
鮮
訴
の
コ
庁
、
満
州
訴
の

36 

タ
ラ
と
は
斥
鉄
州
場
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
帰
化
人
部
治
に
属
す
る
も
の
で
あ

っ

た
」
と
考
え
ら
れ
て
き
た
か
ら
、
「
成
」
「
倉
L

と
き
と
し
て
「
米
」
は
明
白
に
製
鉄
関
連
地
名
と
し
て
扱
う
べ
き
も

の
で
あ
る
。

こ
れ
に
付
随
し
て
さ
ら
に
い
え
ば
、
出
界
の
内
八
を

「
ほ
じ
く
る
」
や
「
く
じ
る
L

「
い
じ
く
り
ま
わ
す
L

な
ど
に
共
通
す
る
「
く
る

l

も、

1

ク
ラ

J
コ
ル
:
・ホ

W
1
ホ
ロ
」
に
つ
な
が
り
、
谷
・
製
鉄
、
そ
し
て
穴
を
剃
る

こ
と
と
結
び

つ
く
む

修
れ
の
た
め
に
峰
々
を
巡
行
す
る

こ
と
な
重
』
似
す
る
修
験
道
真
言
宗

の
寺
院

ω
山
号
・
寺
号
に

蔵
や
倉
の
字
が
見
ら
れ
る
の
も

(
行
ぬ
山
華
厳
守

・
そ
の
近
く
の
横
蔵
寺
|
美
濃
な
ど
て
こ
の
た
め
と
考
え
ら
れ

ホ
ロ

(
い

rれ
も
谷
)
と
同
系
一
訪
問

ょ
う
。さ

て
そ
う
し
た
知
識
を
も
っ
た
う
え
で

、
改
め
て
江

・
濃
・
越
に
ま
た
が
る
伊
吹
山
系
を
巾
心
と
し
た
地
帯

ω
め

ぼ
し
い
製
鉄
関
連
地
名
を
拾

い
集
め
て
見
ょ
う
む
も
九
ろ
ん
そ
の
起
点
は
伊
吹
山
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
北

へ
金
糞
而
、

土
蔵
岳
、
安
威
山
そ
し
て
金
草
岳
、
倉
/
文
山

へ
と

一
O
O
Oメ
l
卜

W
前
後
の
山
々
の
峰
と
谷
が
連
ら
な
る
。
金

草
品
は
南
心
伊
勢
湾
に

一江
く
山
間
安
川
と
、
北
の
日
本
海
へ
流
れ
必
ち
て
九
頭
竜
川
に
合
流
す
る
什
野
川
と
い
う
二
つ

の
川
の
源
流
地
で
あ
る
が

、
も
と
は
間
違
い
な
く
金

「一会
L

岳
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
帯
去
の
(
子
が
嫌
わ
れ
て
草
に
書

き
符
え
ら
れ
た
に
す
ぎ
な

い
。
金
糞
は
製
鉄
の
際
に
で
き
る
鉄
伴
だ
か
ら
、
も
の
の
役
に
は
た
た
な
い
に
し
て
も
、

製
鉄
集
凶

に
と
っ
て

は
卑
し
い
と
か
汚
ら
し
い
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
だ
か
ら
彼
等
は
悌
か
る

こ
と
な
く
平
気
で
金

民金l吹く伊吹0)山華々

葉
岳
と
よ
び
、
近
江
で
は
そ
の
ま
ま
現
在
に
続
い
て
い
る
。

金
糞
岳
の
糞
の
{
子
を
忌
み
嫌
っ
た
の
は

、
そ
の
都
胞
に
住
む
農
民
た
ち
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
農
民
に
と
っ
て
実

は
J

重
要
な
肥
料
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
や
」
忌
む
こ
と
は

J

矛
盾
し
て

い
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る
が

・

。
現
に
平
安
時
代
に

人
り
熊
野
二
山
の
巡
拝
が
流
行
し
、「
蟻
の
熊
野
詣
で
し
と

い
わ
れ
る
ほ

と
に
人
の
列
が
熊
野
路
に
あ
ふ
れ
た
時
、

川
道
の
嵐
山
村
で
は

、
参
拝
行
列
の
後
に
脱
出
る
糞
の
帰
属
が
紛
争
の
極
に
な
っ
た
は
と
で
あ
る

U

そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
金
糞
馬
山
名
は
鎌
わ
れ
た
υ

同
様
の
例
は
川
の
名
に
も
み
ら
れ
る
ο

例
え
ば
美
濃
大
厄

ω嗣
で
牧
川
川

に
合
比

す
る

一
支
流
は
金
尾
と
い
う
土
地
の
債
を
通

っ
て
い
る
か
ら
、
金
屋
と
よ
ば
れ
た
こ
の
土
地

ω毅
冶
屋
の
作
業
場
か

ら
金
糞
が
流
れ
込
む
た
め
に
、

初
め
は
金
糞
川
と
い
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
が

、
ム7
は
金
草
川
と
い
う
名
に
変

っ
て
い
る

U

金
屋
と
金
草
川
の
近
く
に

、
鉄
や
鉄
銃
を
指
す
ナ
い

い
一言
葉
の
ソ
フ
に
因
む
祖
父
江
と

い
う
地
名
か

二
箇
処
、
一
委
段
、

金
組
、
よ
件
目
の
集
泌
が
点
紅
し
て
い
る
の
も
偶
然
と
は
い

い
難
か
ろ
う
。

伊
吹
山
系
と
そ
れ
に
連
依
す
る
邸
前
山
地

一
出
市
に
あ
る
主
な
製
鉄
関
連
地
名
は
次
の
通
り
。

滋
制
民
県
H

(州
北
を

重

心

と

し

て

)

鍋

尻
山

内
生

(
伊
香

・
坂
凹
両
郡

に
)

金
属
原

高

倉

小

倉

谷

斧

陰

金

原

ト

(
愛
知
郡
・

八

U
市
市
)

鋳
物
師

朝
倉

巾
頭

倉

矢

倉
川

金
勝
川

丹
生
川

吹

谷
。

岐
阜
県
H

(美
濃
附
部
に
限
定
し
て
)
吹
か合

間
文
谷

金
屋
と
そ
の

P

在
辺

鍛
冶
ω
ハ
口
鐙
鋳
場
復
ケ
谷
山

倉一
花
作
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鍛
伯
屋

ャ、
ぷ叩

，，ノ

ロh
H

金
沢

金
谷L

金
i廿

吹
気

向
ノ
ム居

金
糞
山

金
掘
場

版
釜

金
生
IJI 

さ
き

に
挙
げ
た

富

倉

崎

5l'i 1挙

金
坂
峠

!t< 
i入

居

内
け
倉
山ハ
川

魚
金
山

金
原

/ 
倉

金
見
山台

雛
倉

芦
A

周
山

大
倉
谷

版
刷
倉
ハ合

倉
ケ
谷

出
文
一札

{jl 
lり〈

金
~ 
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